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ている。FTO glass/ TiO2/ D131/ transparent Pt-FTO glass/ N719/ TiO2 /SUS-mesh/ 
Pt-Ti foilの構造で 7.1%の効率を実証している。 
四章ではさらに透明導電膜ガラス基板を三枚から一枚に減らし光学ロスを少なくし
た太陽電池構造を報告している。FTO glass/ TiO2/ N719/ transparent Pt-ITO PET 










学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、調査委員からトップセルとボトムセルの電流調整、電流－電圧曲線の
ヒステリシス、赤外色素の構造、合成などについて質問がなされたが、いずれも著者か
ら満足（明確）な回答が得られた。 
 また、公聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも
著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
